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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本近代における建築、デザイン、工芸を対象としながら

も、ジャンルを超え、そして国境を超えた動向について総合的に検証したものである。研究成

果は、最終的に一冊の図書としてまとめた他、研究代表者が所属する美術館においても展覧会

やシンポジウムを開催し、研究成果を広く発信した。東西の文化交流、そしてジャンル間を交

差する表現への注目など、時宜を得たテーマとして、建築、デザインそして工芸の各領域にお

いて、新たな視点が提言されたと思われる。 

 
研究成果の概要（英文）：This study intends for architecture, design and crafts of modern 

movement in Japan beyond these genres synthetically. We finally published the results of 

this study as one book, and held exhibitions and symposiums in the National Museum of 

Modern Art, Kyoto. It is thought that we were able to submit a new point of view as a 

timely theme on the Oriental and Western culture.  
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１．研究開始当初の背景 

（１）本研究は研究開始当初、京都国立近代
美術館長・岩城見一氏が研究代表者となって
発案され、主に美術館に勤務する研究者、並
びに展覧会等で協力を得た大学他に所属す
る研究員が中心となって研究をすすめたも
のである。 

 

（２）岩城見一氏が館長を退任した後は、研
究分担者のひとりであり、当時は京都国立近
代美術館主任研究員であった山野英嗣に研

究代表者を交代し、その後は山野の主導によ
って研究を継続して行った。とりわけ本研究
の分担者には、（１）でも記したように美術
館に所属する研究者も数多いことから、主に
展覧会、並びに展覧会と連動するシンポジウ
ムなどを活用して、研究成果の発信にもつと
めようとしたことが、本研究開始当初の背景
にある。 

 

２．研究の目的 

（１）近代以後の日本文化は、いわゆる「東
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西文化の磁場」に投げ込まれ、両文化の磁力
の拮抗の中でその都度姿を変えてきたとい
って過言ではない。このことについては、す
でにこれまで開催したいくつかの展覧会で
も明らかにされているが、本研究はさらに展
覧会を超えて、シンポジウムや各研究分担者
が執筆する論文や学会発表によっても、本研
究テーマを広く発信することをその第一の
目的とした。 

 

（２）加えて最終的には、科研費評定基準に
も掲げられている「社会・国民に発信する方
法」として、本研究も最終報告の一端として、
一冊の書物にまとめることをふたつ目の目
的とした。 

 

３．研究の方法 

（１）「２．研究の目的」（１）でも記したよ
うに、本研究は、ひとつに展覧会という研究
発表を基盤としている。そのために「研究の
方法」としては、具体的に本研究テーマに則
した展覧会の開催、並びに展覧会会期中に企
画するシンポジウムがあげられる。研究初年
度には、京都国立近代美術館で開催した〈京
都学 前衛都市モダニズムの京都〉展に際し
て、「『東西文化』の交流から見た一九世紀末
京都における一動向」と題したシンポジウム
を開催し、その内容については、京都国立近
代美術館研究論集『CROSS SECTIONS』第
３号（2010年 12月発行）に公表した。また、
2010年 11月 7日には、京都国立近代美術館
が協力してパリの日本文化会館で開催され
た展覧会〈近代日本工芸 1900-1930〉に際
しても、「東西文化の磁場」と銘打ったシン
ポジウムを企画し、その概要と発表内容につ
いては上記研究論集第 4 号（2012 年 2 月発
行）に掲載するなど、展覧会と連動した「研
究の方法」を駆使して研究を遂行していった。 
 

（２）加えて以下の「５．主な発表論文」に
も記すように、研究分担者においても科研費
による海外出張を基盤にした「研究の方法」
によって、その成果を図書や雑誌論文等によ
って公表した。最終的には、最終年度（24

年度）の３月末に、国書刊行会から『東西文
化の磁場 日本近代の建築・デザイン・工芸
における境界的作用史の研究』と題した図書
を、研究代表者の編集によって出版し、広く
国民にもその成果を発信できるようにした。 
 
４．研究成果 
（１）「２．研究の目的」並びに「３．研究
の方法」の（２）でも記したように、「研究
成果」の第一としては、図書の出版が挙げら
れるだろう。本研究代表者による編集によっ
て、前研究代表者である岩城見一氏も執筆陣
に加わり、ほぼ半数の 11 名が投稿した。図

書として公刊されるため、出版社の編集者に
よる助言等もあり、充実した内容になったと
思われる。 
 
（２）展覧会やシンポジウムの開催では、美
術館や文化会館を会場として、専門的研究者
だけではなく、一般の来館者に対しても、本
研究の意義を広く伝えられたことも有益で
あった。 
 
（３）研究内容における具体的な成果として
は、建築、デザイン、工芸というそれぞれの
ジャンルの研究者が、ひとつの共通テーマで
論じ合うことの意義は深く、各ジャンルがま
さにハイブリッドなかたちで共存している
ことが、「研究成果」として実現されたと思
われる。 
 
（４）当然のことではあるが、４か年にわた
る「研究成果」を、年度ごとに研究代表者が
所属する美術館の研究論集を活用して発信
し、最終年には研究テーマを冠した図書を刊
行するなど、つねに国民に向けてその成果を
明らかにできるように努めた。 
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〔その他〕 
ホームページ等 
http://www.momak.go.jp 
すべて京都国立近代美術館のホームページ
を活用し、[学会発表]の項目に記したシンポ
ジウムの内容、並びに[雑誌論文]の項目に記
した同館の研究論集『CROSS SECTIONS』に掲
載された論文についても、執筆者と論題を研
究代表者が所属するホームページ上に公表
した。 
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